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自
衛
隊
に
は
、
陸
上
・
海
上
・
航

空
そ
れ
ぞ
れ
に
、
多
種
多
様
な
職
種
・

職
域
が
あ
り
、
自
分
の
得
意
分
野
の

知
識
・
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
、

「
理
想
の
自
分
」
に
な
れ
る
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
自

衛
隊
の
中
で
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
は

じ
め
、
気
象
、
管
制
、
通
信
電
子
、

整
備
、
施
設
、
輸
送
、
補
給
な
ど
幅

広
い
職
域
で
高
度
な
知
識
と
技
能
を

身
に
つ
け
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
活
躍

す
る
組
織
で
あ
る
航
空
自
衛
隊
の
職

務
の
一
部
に
つ
い
て
、
山
梨
県
出
身

隊
員
の
声
に
よ
り
紹
介
し
ま
す
。

１

第
１
高
射
群
第
２
高
射
隊

業

務
小
隊

３
等
空
曹

山
口
雄
太
（
富
士
学

苑
高
校
卒
）

第
２
高
射
隊
が
所
在
す
る
武
山
分

屯
基
地
は
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
に

所
在
し
、
神
奈
川
県
内
に
お
け
る
唯

一
の
部
隊
で
す
。
同
じ
敷
地
内
に
は

陸
上
及
び
海
上
自
衛
隊
も
所
在
し
て

お
り
全
国
で
も
珍
し
い
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
。

第
２
高
射
隊
は
、
第
１
高
射
群
の

隷
下
部
隊
と
し
て
装
備
す
る
ペ
ト
リ

オ
ッ
ト
に
よ
り
、
首
都
防
空
を
任
務

と
し
て
お
り
ま
す
。
私
の
職
種
は
輸

送
員
で
あ
り
、
特
殊
車
両
の
運
行
や

車
両
に
よ
る
人
員
及
び
装
備
品
の
輸

送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
台
風
15
号
及
び
19
号

に
お
け
る
災
害
派
遣
に
従
事
し
た
他
、

タ
イ
王
国
で
実
施
さ
れ
た
多
国
間
共

同
訓
練
コ
ブ
ラ
・
ゴ
ー
ル
ド
20
に
搭

乗
支
援
要
員
と
し
て
参
加
し
、
在
外

邦
人
等
保
護
措
置
に
係
る
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
平
時
は
目
立
た
な
い

で
す
が
、
災
害
派
遣
や
国
際
平
和
協

力
活
動
等
に
お
い
て
「
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
さ
れ
た
時
に
人
の
役
に
立
て

て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

自
衛
隊
は
、
収
入
が
安
定
し
て
お

り
、
休
日
は
週
休
２
日
制
、
休
暇
も

年
次
休
暇
、
年
末
年
始
休
暇
、
夏
季

休
暇
等
が
あ
り
、
資
格
の
取
得
や
趣

味
等
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

２

第
11
飛
行
教
育
団

基
地
業
務

群
施
設
隊

３
等
空
曹

寺
石
実
起
（
帝
京
科

学
大
学
卒
）

第
11
飛
行
教
育
団
が
所
在
す
る
静

浜
基
地
は
静
岡
県
焼
津
市
に
所
在
し

ま
す
。

第
11
飛
行
教
育
団
は
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
学
生
の
教
育
訓
練
を
は
じ
め
、
基

地
所
在
隊
員
の
日
常
生
活
に
必
要
な

管
理
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
私
は
、
基
地
業
務
群
施

設
隊
の
給
汽
員
と
し
て
日
夜
勤
務
に

励
ん
で
い
ま
す
。
給
汽
員
と
は
、
ボ

イ
ラ
ー
の
運
転
操
作
を
主
任
務
と
す

る
職
種
で
す
。
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
発

生
さ
せ
た
高
温
、
高
圧
の
蒸
気
を
浴

場
、
食
堂
、
各
隊
舎
へ
送
気
し
、
暖

房
及
び
シ
ャ
ワ
ー
を
使
用
可
能
な
状

態
に
し
て
い
ま
す
。

他
の
職
種
に
比
べ
て
ス
ポ
ッ
ト
は

当
た
り
に
く
い
で
す
が
、
縁
の
下
の

力
持
ち
と
し
て
、
基
地
の
運
用
と
生

活
の
基
盤
を
支
え
る
非
常
に
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

ま
た
、
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
か
ら

大
型
自
動
車
免
許
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー

技
士
、
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
、
第
２
種

電
気
工
事
士
、
第
３
種
冷
凍
機
械
責

任
者
、
乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者

な
ど
様
々
な
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
幅
広
い
業
務
が
あ

る
自
衛
隊
だ
か
ら
こ
そ
、
積
極
的
に

業
務
に
携
わ
る
こ
と
で
、
他
に
は
で

き
な
い
経
験
を
た
く
さ
ん
積
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

任
務
を
遂
行
し
な
が
ら
、
自
分
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
た
い
方
や
、
色
々

な
仕
事
に
触
れ
て
み
た
い
方
に
も
オ

ス
ス
メ
で
き
る
魅
力
的
な
仕
事
で
す
。

自
衛
隊
採
用
試
験
は
現
在
、

左
記
の
種
目
を
受
付
て
い
ま
す
。

な
お
、
日
程
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
、
山
梨
地
本
Ｈ
Ｐ
に
て

ご
案
内
し
ま
す
。

採
用
試
験
に
関
す
る
お
問
合

せ
等
は
、
随
時
対
応
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

山
梨
地
本
は
、
第
２
回
一
般
幹

部
候
補
生
試
験
（
１
次
）
及
び
第

１
回
一
般
曹
候
補
生
試
験
（
２
次
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
試
験
会
場
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
処
置
を
し
て
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

１

第
２
回
一
般
幹
部
候
補
生
試

験
（
１
次
）

第
２
回
一
般
幹
部
候
補
生
試
験

の
１
次
試
験
は
、
８
月
８
日
（
土
）

甲
府
駅
北
す
ぐ
の
甲
府
合
同
庁
舎

に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
一
般
幹
部
候
補
生
試
験
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
を
受
け
て
、
受
験
機
会
を

確
保
す
る
た
め
に
２
回
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
受
験
機
会
が
増
え
た
こ

と
か
ら
、
第
１
回
と
あ
わ
せ
る
と

昨
年
度
よ
り
も
多
く
の
方
が
受
験

さ
れ
ま
し
た
。
受
験
生
の
皆
さ
ん

は
真
剣
な
面
持
ち
で
筆
記
試
験
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
実
施
さ
れ
た
１
次

試
験
の
合
格
発
表
は
９
月
２
日

（
水
）
で
す
。

２

第
１
回
一
般
曹
候
補
生
試
験

（
２
次
）

第
１
回
一
般
曹
候
補
生
試
験

（
２
次
）
は
、
８
月
10
日
（
月
）

及
び
11
日
（
火
）
の
２
日
間
、
甲

府
合
同
庁
舎
及
び
北
富
士
駐
屯
地

に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
両

日
と
も
多
く
の
受
験
者
が
試
験
に

臨
み
ま
し
た
。
受
験
者
は
、
口
述

試
験
に
お
い
て
、
「
災
害
派
遣
で

人
を
助
け
た
い
と
思
い
陸
自
を
志

願
し
た
」
「
入
隊
し
た
ら
定
年
ま

で
勤
務
し
た
い
」
な
ど
自
衛
隊
に

対
す
る
熱
意
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
曹
候
補
生
採
用
試

験
は
、
現
在
、
第
２
回
試
験
の
応

募
を
受
付
中
で
す
。
締
切
は
９
月

10
日
（
木
）
で
す
の
で
、
受
験
を

考
え
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
日
程
等

の
お
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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自
衛
官
は
、
精
強
性
を
維
持
す
る
必

要
性
か
ら
、
若
年
定
年
制
が
と
ら
れ
て

い
る
た
め
大
半
が
50
歳
代
半
ば
で
退
職

し
ま
す
。

自
衛
隊
で
は
、
数
多
く
の
隊
員
が
勤

務
で
培
っ
た
強
い
責
任
感
、
階
級
に
応

じ
た
指
導
力
と
実
行
力
、
さ
ら
に
職
務

ご
と
に
身
に
付
け
た
高
い
技
術
を
退
職

後
も
様
々
な
分
野
で
発
揮
し
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
活
躍
の
場
を
求
め
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
今
年
、
定
年
退
官
さ
れ
、

県
内
に
お
い
て
再
就
職
し
勤
務
す
る
自

衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
投
稿
を
い
た
だ
い

た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

身
延
町
交
通
防
災
課

防
災
専
門
官

坂
本
新
次

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
防
災
専
門

官
と
し
て
身
延
町
交
通
防
災
課
で
働
い

て
い
ま
す
。

役
場
で
の
仕
事
は
、
役
職
名
の
と
お

り
、
防
災
専
門
官
と
し
て
防
災
に
関
す

る
計
画
の
作
成
や
修
正
、
職
員
に
対
す

る
防
災
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
日

新
し
い
発
見
が
あ
り
、
ま
た
、
上
司
・

同
僚
と
も
に
と
て
も
優
し
く
親
切
に
い

ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
楽

し
く
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
を
退
職
し
て
役
場
に
勤
務
し

て
感
じ
る
こ
と
は
、
自
衛
隊
の
経
験
は

ど
こ
で
も
役
に
立
つ
こ
と
で
す
。
現
在
、

訓
練
や
規
律
が
厳
し
く
『
も
う
辞
め
た

い
』
と
思
っ
て
い
る
隊
員
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
『
石
の
上
に
も
３
年
』

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
自
分
が
立
て
た

目
標
を
見
据
え
、
納
得
が
い
く
ま
で
勤

め
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

今
働
い
て
い
る
交
通
防
災
課
は
、
課

長
以
下
８
名
と
小
さ
な
職
場
で
、
同
僚

に
２
任
期
満
了
後
に
再
就
職
し
た
元
隊

員
も
い
る
の
で
、
職
種
は
違
い
ま
す
が
、

自
衛
隊
談
議
も
で
き
ま
す
。
他
の
同
僚

に
『
自
衛
隊
あ
る
あ
る
』
や
訓
練
の
概

要
を
話
す
こ
と
は
、
自
衛
隊
を
よ
り
理

解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
い
い
息

抜
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
役
の
皆
さ
ん
、
大
き
な
災
害
が
発

生
し
、
災
害
派
遣
に
行
か
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
私
た
ち
Ｏ
Ｂ

と
と
も
に
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
２
年
３
月
１
６
日

部
隊
訓
練
評
価
隊
（
北
富
士
駐
屯
地
）

企
画
班
長
に
て
定
年
退
官
（
１
等
陸
佐
）

防衛大学校オープンキャンパス

８
月
６
日
（
木
）
防
衛
大
学
校
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

県
内
か
ら
高
校
生
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
防
衛
大
学
校
に
到
着
後
、

記
念
講
堂
に
お
い
て
概
要
説
明
を
受
け
た

後
、
講
堂
内
の
ブ
ー
ス
で
入
学
試
験
課
の

職
員
か
ら
個
別
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
校

内
の
見
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
普
段
学
生
が
生
活

を
す
る
学
生
舎
等
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
建
物
の
近
く
で
、
パ
ネ

ル
に
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
防
衛
大
学
校
の
様
子

を
じ
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
イ
メ
ー
ジ

が
湧
い
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

防
衛
大
学
校
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い

う
方
は
、
地
本
本
部
又
は
各
事
務
所
に
お

い
て
も
、
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
是
非
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

山
梨
地
本
は
、
８
月
16
日

（
日
）
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

と
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
試
合

が
行
わ
れ
た
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公

園
陸
上
競
技
場
に
お
い
て
、
北

富
士
駐
屯
地
広
報
室
の
支
援
を

得
て
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。当

日
は
、
最
高
気
温
が
３
９
．

２
℃
に
も
達
す
る
猛
暑
日
で
し

た
が
、
試
合
開
始
前
に
は
、
競

技
場
近
く
に
設
置
し
た
ブ
ー
ス

周
辺
に
お
い
て
広
報
物
の
配
布

を
行
う
と
と
も
に
、
南
極
の
氷

や
第
１
特
科
隊
の
活
動
を
紹
介

し
た
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
自
衛

隊
へ
の
理
解
や
認
知
度
の
向
上

を
図
る
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
来
場
し
た

多
く
の
方
々
に
、
展
示
物
を
ご

覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
様
々

な
質
問
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
、

山
梨
地
本
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
「
ふ
じ
く
ん
」
、

「
か
え
で
ち
ゃ
ん
」
も
加
わ
っ

て
競
技
場
内
で
練
り
歩
き
を
行

い
ま
し
た
。

山
梨
地
本
で
は
、
今
後
も
県

内
の
各
地
に
お
い
て
、
広
報
活

動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
私

た
ち
を
見
か
け
ら
れ
た
ら
、
是

非
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

山
梨
地
本
は
、
８
月
５
日

（
水
）
か
ら
８
日
（
土
）
ま
で

の
間
、
北
富
士
駐
屯
地
に
お
い

て
県
内
の
各
高
校
及
び
各
中
学

校
が
実
施
す
る
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
、
５
日
（
水
）
か
ら
７
日

（
金
）
の
間
に
、
中
学
生
の
職

場
体
験
は
、
８
日
（
土
）
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
「
３
つ
の
密
」

を
避
け
る
処
置
が
な
さ
れ
る
と

と
も
に
、
例
年
、
好
評
い
た
だ

い
て
い
る
駐
屯
地
で
の
宿
泊
を

取
り
や
め
、
１
日
間
の
日
程
で

も
っ
て
各
日
ご
と
に
別
の
参
加

者
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
要
領

で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
陸
上
自
衛
隊
の

概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
隊
員

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
基
本
教

練
を
体
験
し
ま
し
た
。
最
初
は
、

ぎ
こ
ち
な
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
が
、
次
第
に
き
び
き
び
と
し

た
動
作
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

昼
食
は
、
隊
員
食
堂
に
お
い
て
、

隊
員
と
同
じ
食
事
を
と
り
し
ま

し
た
。
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
よ

い
」
「
す
ご
く
美
味
し
い
」
と

い
う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
救
急
法
の
体
験
、

指
揮
通
信
車
と
高
機
動
車
の
体

験
搭
乗
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、
「
自
衛
隊
は
怖
い
人
た

ち
の
集
団
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、

明
る
く
楽
し
い
人
で
驚
い
た
」

「
指
導
役
の
隊
員
が
親
し
み
や

す
く
良
い
経
験
に
な
っ
た
」

「
車
両
の
体
験
搭
乗
が
印
象
に

残
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時

間
で
し
た
が
、
参
加
い
た
だ
い

た
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
一

層
、
自
衛
隊
へ
の
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

山
梨
地
本
で
は
、
今
後
も

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に

対
す
る
支
援
を
続
け
て
参
り
ま

す
。
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
山
梨
地
本
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


